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猛暑もおさまり，朝夕は快適になりました．今夏は日本各地で35℃以上の
猛暑日が連続し，四万十市で最高気温を更新(41.0℃)しました．そ

検討」は

集中豪雨とゲリラ豪雨など異常気象に見舞われ，数十年に一度の大災害に対
応する特別警報も設定されました．海温上昇に伴い珊瑚の北限も更新され，
回遊魚の種類も変化しています．未来のためにも地球温暖化のプロセスの解
明と対策が急がれます．
本号の特集「低出力超音波パルス(LIPUS)による骨折治療」は神宮司先生
の素晴らしい企画です．基礎分野ではLIPUSが骨折血腫細胞の軟骨分化と骨
分化を促進し，骨分化はBMP-7の関与によりさら促進されることが報告され，
これは偽関節や遷延治癒骨折に加えて新鮮骨折に対する有効性を裏付ける研
究です．また骨髄血移植との併用の効果も示されました．臨床面では，鎖骨
骨折で癒合までの期間の短縮，舟状骨骨折で高い骨癒合率が示されています．
創傷被覆材のフィルムタイプはLIPUS治療に影響は少なく，ハイドロコロイ
ドタイプは適さないことが示されました．多発外傷で骨折部に創傷被覆材を
貼付する場合の指標になります．大 骨近位部骨折に対するLIPUS治療は，
骨癒合を促進させることにより術後の早期荷重を可能にし，入院期間を短縮
することができますが，LIPUSの診療報酬算定が開始時の1回しかできない
ため，回復期医療機関の理解と協力が必要であり，地域連携パスの構築と活
用が重要なことが示されました．
「調査報告」の「単一施設で実施された脊椎内視鏡手術2,500例の

top-

，
貴重な報告であり，症例を積み重ねるにつれ対象疾患が初発腰椎椎間板ヘル
ニアから，再発ヘルニアや頚椎疾患へと変遷した経緯が報告されています．
「PLIF後の骨癒合状態は患者のQOLに影響を与えるか」はJOABPEQを用
いてPLIF術後の骨癒合状態と患者のQOLに与える影響を評価し，骨癒合が
得られていない例では臀部・下肢痛のVAS値が高く，疼痛関連障害や社会生
活障害を自覚していることが示されました．「検査法」の「EOS system―低
照射線量による新しい立位放射線撮影機器」は低放射線被曝で，頭部から足
部まで正面と側面の立位画像が同時に得られ，三次元復元により冠状面像，
矢状面像，

読をお勧

view像が得られ，特に側弯症をはじめとする脊柱疾患の経緯
を観察するのに有用であり，その他，機能撮影や骨盤・四肢骨の評価にも有
用な可能性が示唆されています．「Lecture」の「整形外科における臨床試験
のデザインのあり方」は重要な分野であり，これから臨床試験を始める若手
医師にはぜひ一

など本号

めします．「整形外科超音波診断・治療アドバンスコー
ス」や「臨床経験」の「腰椎後側方固定術に対するバイポーラーシーラー有
用性についての検討」

だければ
は有用な情報が満載されています．日常の臨

床や研究ににお役立ていた (金谷文幸いです． 則)

が きあ と 
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